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国際都市・首都東京の

中心で、政治、経済、

文化と多様な交流を

牽引する 千代田区



１. 国際都市・首都東京を牽引する千代田区
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千代田区は、国際都市・首都東京の中心に位置し、政治、
経済、文化・教育等多様な中枢機能が集積しています。東京
都区部の他の拠点と比べてもその集積度や、高度で高密な交
通結節機能は群を抜いており、東京の活力を支えています。

2040年代の都市像を見据えた東京都の都市づくりの基本的
な方針『都市づくりのグランドデザイン』では、広域的な観点から、
高密な交通ネットワーク網や高度な都市基盤が充実した「中核
広域拠点域」の中で、特に高度な都市機能、交通機能が集
積している地域として「国際ビジネス交流ゾーン」（国際的なビ
ジネス・交流機能や業務・商業等の複合機能を有し、日本と東
京の活力を牽引するエンジンとなる地域）に位置付けられてい
ます。

● 国際ビジネス交流ゾーンにおける中心的役割を果す千代田区

● 東京の経済活動の中心的役割を担う都心、金融軸の形成

▼永代通り（大手町･丸の内）▼大手町

大手町

丸の内

有楽町

国際金融センター

大手町地区から兜
町（中央区）地区
までのエリアは我が国
の金融の中枢機能
が集積（特に、各
集積ゾーンを結節す
る永代通り沿い）

都心

▼丸の内

都心部の多様な拠点が連携

都心部の中枢広域拠点域で
は、立地特性や歴史的経緯を
踏まえた、個性ある拠点形成
が進んできており、ビジネス拠点
としの多様性が広がっています。
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東京の土地利用 平成28年東京都区部／東京都、世界の都市総合力ランキング2018概要版／一般財団法人森記念財団都市戦略研究所１.国際都市・首都東京を牽引する千代田区

MIRAI-View 岸井 隆幸 千代田区都市計画審議会会長 日本大学特任教授

世界都市東京における千代田区の役割

静かにたたずむ皇居とその周りに広がる北の丸公園、東御苑、皇居前広場、日比谷公園は、
お堀の水面と一体となって巨大なボイド空間を創り出している。そしてこの「空」の周辺には日本
を支えるパワー、世界を動かすエネルギーが渦巻いている。国家の三権、世界企業の本社、多
数の大学そしてメディア・文化・商業・医療など多様で先端的な諸活動が世界と東京を結び付
けている。さらに、その外側には「空」や「渦」と一味違う極めて専門性の高い人材や機能が集
積した質の高い「個性的な地域」を形作って人々を魅了している。
東京が世界の都市間競争に打ち勝つためには、この性格が異なる3要素の連携・協調をより

一層深め、その相互作用に磨きをかけることが必要である。補完しあい、刺激しあい、連携・協
調を図ることによって、次の時代を先導する新しい業務・環境・防災・観光・交流そして生活を
生み出すことができる。

世界のどこにもない、世界の人々を魅了する千代田区を目指したい。

●都心への都市機能の集積 ～建物主要用途と拠点の集積状況～

大手町・
丸の内・
有楽町

日本橋・
八重洲・

京橋

赤坂

六本木
浜松町・

竹芝

臨海

錦糸町・亀戸

秋葉原

上野・浅草

品川
大崎

渋谷

新宿

池袋

汐留・新橋
虎ノ門

※大丸有：大手町一～二丁目、丸の内一～三丁目、有楽町一～二丁目 日八京：中央区内の諸制度活用方針に定める都心
六本木・虎ノ門：六本木一～七丁目、虎ノ門一～五丁目（諸制度活用方針に定める都心を除く）
赤坂：赤坂一～九丁目、元赤坂一丁目、南青山一丁目

左図は、各町丁目における建物の延べ面積のうち、最大床面積を占め
る用途を示したものです。千代田区の大部分の町丁目では事務所建築
物が、永田町・霞が関エリアでは官公庁施設が主要用途となっています。
公共・民間経済双方の中心地といえます。
特に大・丸・有地域は、他の拠点と比べ、業務機能の集積が顕著と

なっています。（下グラフ）

参考:世界の都市総合力ランキング（GPIC2018）

一般財団法人森記念財団都市戦略研究所が、世界を代表する主要44都市を選定し、
都市の総合力を、「経済」「研究・開発」「文化・交流」「居住」「環境」「交通・アクセス」など
の分野から複眼的に評価。東京は3年連続3位となりましたが、環境分野における評価は
29位と相対的に低くなっています。
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2. 世界都心としての都市再生が進む千代田区

千代田区は、東京の都心3区、中央区、港区と比べても、
商業・業務機能(事務所建築物・専用商業施設 等)が高度
に集積するエリアです。(右上図)大手町や丸の内では
1000%を超える容積率か指゙定 されているなと、゙国際ヒジネ゙ス
交流拠点としての高度 な都市機能の集積を進める都市計画
となっています。 (右下図)

一方で、国際競争力の強化や都市か抱゙える課題の解 決を
眼目に、平成14(2002)年に都市再生特別措置 法か制゙定
されました。同法は、急速な少子高齢化や、情報化、国際化
等へ の変化に迅速に対応し、居住環境の整備や都市機能の
高度化、未利用地を含めた市街地の適正な更新等を、 民間
の創意工夫を活用しながら進めることで、都市の 魅力を高め、
わが国の国際競争力向上を図るため、 「都市再生緊急整備
地域」「特定都市再生緊急整備地 域」の指定により、これま
での制度や枠組みにとどま らない、新たな仕組み・手法による
都心再生について 定めています。(次頁)

千代田区では、都市再生の動きを受け、将来の都市 像の
実現に向けて現在の動きを共有するツールとして、 平成15年
5月に「千代田区まちづくりクラ゙ントデザイ゙ ン」を策定しました。こ
うした経緯を踏まえ、大手町・丸の内・有楽町や 日比谷、秋
葉原・神田地域では都市再生の様々な手法 が活用され、居
住環境の向上や大規模な機能更新が進 み、高度で多様な
都市機能・空間が充実しています。

●都心に高度な商業・業務機能を誘導する土地利用規制

用途地域の指定(平成29年時点)

容積率の指定(平成29年時点)

都心

池袋

新宿

渋谷

品川

都心

池袋

新宿

渋谷

品川

千代田区を含む都心部では、
400%を超え、商業地域では、
500~800%、大丸有地域で
は1300%の高容積率が指定
されています。

千代田区を含む都心部では、
商業系用途が指定されています。

用途・容積の指定状況⇒Ｐ40～Ｐ41
データ・資料編参照



５出典：東京都市白書／東京都、東京の土地利用 平成28年東京都区部／東京都、第2回土地利用調査特別委員会／東京都都市計画審議会、内閣府資料、
秋葉原駅土地区画整理事業誌／東京都、東京の都市整備2018／東京都２.世界都心としての都市再生が進む千代田区

MIRAI-View 柳沢 厚 千代田区都市計画審議会委員

地域のストーリー性を活かした千代田区らしい都市再生を

これまで千代田区では、旺盛な民間の活力を借り、区内随所に新しい場所を作ってきた。既存街
区を超高層ビル群に更新し、その足元に都市的な広場・緑地等を確保するプロジェクトは、清潔感の
あるクオリティの高い環境に作り替えたという点で、かなりの成果をあげてきたとみて良い。

しかし、丸の内地区など一部を除いて、一定の広がりと深みを持つ「街」としてのキャラクターを発信す
るまでには至っていない。区内には神田、神保町、麹町、番町など歴史的背景と独特の雰囲気を
持った地区が存在する。今後の市街地更新に当たっては、街の姿をストーリー性を持って発信すること
が重要で、蓄積された各地区の特性を、更新後の新しい器に生かしていく努力が欠かせない。

そのためには、中央区の銀座地区が成功を収めているように、今後の都市再生、市街地の機能更
新にあたっては、超高層ビル化に固執することなく、既存の街の価値を柔軟に受け止め継承できるよう
な、市街地形態に対する明確なビジョンとそれを支えるエリアマネジメントの確立が急がれる。

● 都市再生緊急整備地域等の指定
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（整備の目標）日比谷
東京都心において、文化・交流機能の集積や隣接する日比谷公園

の環境を活かし、多様な機能が複合した風格と賑わいのある都心拠点
を形成。併せて、周辺エリアとつながる緑豊かな回遊拠点を形成

（整備の目標）大手町、丸の内、有楽町
東京都心において、我が国の顔として、歴史と文化

を活かしたうるおいと風格ある街並みを形成しつつ、高
次の業務機能とそれを支える高度な支援機能を備え
た金融をはじめとする国際的な中枢業務・交流拠点を
形成。この際、併せて、商業・文化・交流などの多様な
機能を導入することにより、賑わいと回遊性のある都市
空間を形成

（整備の目標）秋葉原・神田地域
秋葉原駅周辺において、大規模未利用地の土

地利用転換等により、電気街と連携した世界的
なIT関連産業拠点を形成
神田地域において、建築物の更新に併せた市

街地の再編整備により、東京駅周辺等の都市
機能とも連携する多様な魅力を持った賑わいのあ
る安全で快適な複合市街地を形成

157ha（平成14年指定）

2,040ha（平成14年指定）
※平成15年拡大、24年特定・拡大、
29年拡大（24年地域統合）

■東京都心・臨海地域

【大手町】 【有楽町地区】
連鎖型都市再生 土地区画整理事業
土地区画整理事業、都市再生特別地区 等 高度利用地区、市街地再開発事業

[大手町・丸の内・有楽町地区】 地区計画ガイドラインに基づく様々な都市計画手法や都市開発諸制度の活用
特定街区 都市再生特別地区 特例容積率適用地区 総合設計制度

■秋葉原・神田地域

【秋葉原駅周辺】 【神田淡路町二丁目地区】
土地区画整理事業、総合設計制度 都市再生特別地区、市街地再開発事業

都市再生を進める様々な手法の活用



中枢広域拠点域

中心部【Ａ】 ※将来像が示された千代田区内の拠点

Ａ

３. 個性ある多様な拠点が集積する千代田区
６

千代田区には、明治期以降、政治・行政・司法等首都の中
枢機能や高等教育機関が集積しました。それに伴い、経済や産
業、特色ある商業機能等が発展し、人々の生活、活動、交流
の拠点、歴史的街並みや芸術・文化の施設を有する地域、水
辺や緑地など、様々な個性ある拠点、地域が形成されてきまし
た。

それらの拠点は、東京都の『都市づくりのグランドデザイン』にお
いても中枢広域拠点域における特色ある拠点都市して位置付
けられています。

● 広域的視点からの拠点・地域の将来像（千代田区内の各拠点）

『都市づくりのグランドデザイン』（東京都）では、中枢広域拠点域の
中心部について、個別の拠点・地域の将来像の一端が示されています。
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大手町・丸の内・有楽町（大丸有）
○風格のある国際的なビジネス拠点
○イノベーションが生まれ続ける拠点
○回遊性が高く、賑わいや交流を生み出す地域
○発災時でも事業継続できる強靭なビジネス拠点

都市機能の高度な集積
高質なｵﾌｨｽﾋﾞﾙ、MICE など 豊かな緑と美しい景観

金融と情報技術
などとの融合

ゆとりある
充実した歩行者空間

日本橋や神田などの
周辺地区との連携

エリアマネジメントによる地域の魅力向上

建築物とインフラ
の耐震化

自立分散型エネルギーの確保

日比谷・内幸町
○賑わいや交流の生まれる拠点
○回遊性の高いエリア

国際的な芸術・文化、宿泊、
エンターテイメント機能が高度に集積

オフィスビル、商業施設、劇場や映画館 など

日比谷公園と連続する広場や歩行空間

有楽町や銀座等の周辺地区との連携

永田町・霞が関
○重厚で風格のある拠点

政治・行政の中枢機能が高度に集積 歴史的建造物との調和
皇居、日比谷公園、国会議事堂 など

「都市づくりのグランドデザイン」における個別拠点



７３.個性ある多様な拠点が集積する千代田区

MIRAI-View 馬場 正尊 株式会社オープン・エー

千代田区におけるMixed-Useのまちづくりのビジョン

千代田区には個性的な拠点、界隈があります。いや、「あった」になってきているかもしれ
ません。千代田区における都市計画の課題は、大局的にいうと「用途地域の再構成」とい
うことでしょうか。人口が増え、産業の構造やありようが変わってきたにも関わらず、従来型
のゾーニングにとらわれている。いわば「衣食住」が分断されるようなまちづくりが進んできてい
る。それによって千代田区らしい地域の個性が薄れてきている気がしています。

例えば、神田駅の周辺などが象徴的でしょう。神田のまちは、もともと、住み、商売・事
業を営み、働く機能が共存し、職と住と文化が近接したコミュニティが生きてきた場所です。
急激な人口減少に対応した居住誘導の取組みでマンションの立地などが進み、人口は回
復してきましたが、 低層部からは人の営みやなりわいが感じられず、現在では、神田らしい
賑わいや空間のつながりが失われてきたことが懸念されます。
住商工などまちの機能の区分を基本としてきたこれまでの都市計画を柔軟に運用し、

「住む」「働く」だけでなく、都心の豊かな生活の場やくつろぎ、交流、価値創造のための多
様な機能を融合させていける「Mixed-Use」のまちのビジョンが必要となっています。
人口を増やすといった定量的な指標だけで都市を観ずに、次の20年、千代田区らしい

理想の風景と暮らし方に向け定性的な理想を描きながら進めていくことが必要ではないで
しょうか。

出典：都市づくりのグランドデザイン／東京都、千代田区の土地利用2018
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四谷・市谷・番町
○緑豊かで魅力的な外濠沿いの景観と調和した賑

わいのある拠点

商業、業務、宿泊、文化・交流、教育、
居住などの機能が集積駅周辺や幹線道路沿道の建築物の更新

赤坂（永田町）
○外国人にとっても暮らしやすく、交流の生まれる複

合拠点

多様な機能が、連坦する開発により高度に集積
国際色豊かな業務、商業・エンターテイメント、文化、宿泊、居住、教育 など

神田
○下町らしさも残る、魅力と賑わいのある拠点

雰囲気のある路地空間を活用業務、商業、居住機能が高度に集積
公共施設の再編や土地の集約化

秋葉原
○産学連携が促進され、活力のある拠点
○独自の文化を世界に発信し、国内外から人々が

集まる観光・交流の拠点

電器店や
サブカルチャーなどの

個性的な商業施設の集積

交通結節性を生かし、
ICT関連企業を中心とした
業務機能が高度に集積

神田川沿いの
親水空間を活用

お茶の水・水道橋・神保町
○交流が生まれ、活力のある拠点

大学、病院、書店や楽器店
が多く立地

商業、業務、居住機能
などの集積

エリアマネジメント
の取組み

飯田橋
○外濠をはじめとする歴史的資源や緑と調和した魅

力的な拠点

安全で快適な空間
駅改良や駅前広場などの整備

業務、商業、宿泊、住宅、
教育、医療施設などが集積



4 . 快適で豊かな都心居住が進む千代田区
８

千代田区では、高度経済成⾧期以降、人口が急速に減少し、
一時は４万人を下回りましたが、平成12（2000）年、社会
増（転入超過）により、回復基調に転じました。
都心回帰の潮流を背景に住機能を誘導する地区計画や市

街地再開発の推進など、定住人口回復の取組みも奏功し、平
成２５（2013）年には５万人回復しました。

また、この間、子育て支援や教育施策が評価され、いわゆる
ファミリー世代での転入が急増し、人口の年齢別構成における
30～40歳代の構成比が高まっています。

● 社会減（転出超過）から社会増（転入超過）への人口動態の転換

● ３万人台まで減少した人口は増加に転じ、以降一貫して増加

高度経済成⾧・バブル経済下
での急速な人口減少期

（～平成３年ごろ）
定住人口回復期（都市再生の進展のなかでの住宅供給・都心回帰など）バブル経済崩壊後の景気後退期

（～平成12年度ごろ）
都市計画・
まちづくりの
転換期

人口動態
（転入・転出）
（出生・死亡）

※H25より外国
人居住者含む

人口動態
（社会増減）
（自然増減）

※H25より外国
人居住者含む

6,567

5,204 4,967 5,029 5,100
4,356

3,847 3,586 3,935 3,977 3,995 3,845 3,935 4,202 4,337 4,457 4,222

6,063 5,631 5,819 5,865 5,903 5,700

6,879
5,942 5,955 6,350

8,335 8,799
8,272 7,966 8,333

-7,751 -7,605 -6,913 -6,659 -6,391 -5,943
-5,147 -5,072

-4,511 -4,460
-3,971 -4,203 -4,116 -4,346 -4,136 -3,985 -3,984 -4,114 -4,267

-4,779 -4,806
-5,361 -5,114

-5,833
-5,226 -5,342 -5,298

-6,293 -6,160 -6,592 -6,842 -7,042

358 358 287 292 241 227 233 190 205 194 219 212 209 218 228 240 227 274 283 272 308 341 350 387 381 378 469 466 619 599 627 675

-431 -377 -376 -390 -344 -345 -334 -326 -379 -360 -317 -370 -350 -325 -366 -369 -343 -356 -362 -353 -393 -374 -357 -353 -364 -380 -372 -403 -384 -394 -418 -402

-8,000
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0

2,000

4,000
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10,000

S61 S62 S63 S64 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

転入 転出 出生 死亡
人口動態（社会動態、自然動態）／住民基本台帳 ※H25より外国人住民を含む

-1,311

-2,461
-2,046

-1,707 -1,429
-1,764 -1,405 -1,651

-782
-648

-59

-501 -343 -270

43
344

100

1,892

1,292
965 1,021

507 599
1,078

749 651

1,196

4,426

2,713

1,703
1,212

1,481

-3,000

-2,000

-1,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

S61 S62 S63 S64 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

社会増減 自然増減 その他の増減 人口増減
人口動態（社会増減、自然増減、その他の増減）／住民基本台帳 ※H25より外国人住民を含む
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30.0%

10.0%

3.1%

2.3%

2.8%

26.6%

0.5%

7.0%

3.0%

0.5%

8.9%

5.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

職場や学校が近くにある

子育て・教育環境がよい

子育て・福祉支援が充実している

医療・福祉施設が充実している

自然環境や景色がよい

交通の便がよい

買い物が便利

親・子ども・知人が近くにいる

防犯・防災体制が充実しており…

文化的な施設やコンサート…

その他

無回答

転入先に千代田区を選んだ理由

９出典：住民基本台帳統計資料、千代田区人口ビジョン、千代田区のまちづくりアンケート調査（平成30年6～7月）

4.快適で豊かな都心居住が進む千代田区

● 転入のきっかけとして千代田区を選んだ理由江戸期以降の積み重ねられた都市の歴史や風格、
首都の中心としての政治・経済等の中枢機能、教育・
文化、娯楽機能や皇居を中心とした豊かなみどりと水
辺など多様な環境に恵まれている千代田区ですが、千
代田区に住む理由は、「職場や学校の近接」や「交通
の利便性」が多くなっています。
また、人口回復に伴い、短期居住者の割合は高ま

り、23区で最も高くなっています。今後の人口動向に
よっては、公共公益施設や生活利便設備の不足など
の影響も想定されます。
一方、常住人口以外の昼間区民や一時滞在者等

も広い意味で都市づくりに関わる「区民」であり、こうし
た人々の生活、活動などについても的確に把握する必
要があります。

転勤
7.7% 就学

8.5%

就職・転

職
6.9%

起業・創

業
2.5%

婚姻等
11.3%

住み替え
46.7%

その他
14.6%

無回答
1.8%

転入した理由

● 居住5年未満人口の割合動向 国勢調査

2015
（平成27）

2010
（平成22）

2005
（平成17）

千代田区
（23区順位）

42.9％
（1位）

39.2％
（3位）

37.8％
（12位）

特別区平均 30.1％ 30.3% 36.5%

１
．
国
際
都
市
・
首
都
東
京
に
お
け
る
千
代
田
区

MIRAI-View 伊藤 香織 千代田区景観まちづくり審議会委員

東京理科大学教授

特別な感情を持ってもらえる千代田区に向けて

地域の様々な人や組織が参画してまちづくりが行われる現代社会では、誇り、愛着、自負心といった
感情を持ってもらえる都市であることはますます重要になっている。千代田区は、歴史・文化が豊かで、緑
やオープンスペース、まちを象徴する建造物など、そうした感情の拠り所となる要素が多くある一方で、昼
間人口が圧倒的に多く、中央官庁が集積するなど、ともすればよそよそしさを感じさせる都市とも言える。
利便性の高さで居住者が増えているものの、利便性しか評価していない人は、まちへの感情が希薄で、
他の利便性が高い場所に容易に転出しうる。「住宅に住む」ではなく「まちで暮らす」という意識を持っても
らえる都市になるためには、区民がまちの個性を知り、まちの空間を使い、まちで活動できるような様々な
「かかわり」の接点を用意しておくことが重要だろう。さらに、都市の未来を一緒に作ってく意識を醸成して
いくためには、まちを愛し、まちの文化を継承・創造してきた人々が暮らし続けていけることや、新たな居住
者でも自分の行いがまちを変えうると実感できることが大切だ。都市計画マスタープランについても、策定に
際して区民や企業の声に耳を傾けるだけではなく、策定後も目指す都市像を丁寧に彼らに届け続けてい
く必要があるだろう。

■人口の動向⇒Ｐ4～Ｐ20

■多様な人口⇒Ｐ31～Ｐ37

データ編参照



Ｃｏｌｕｍｎ
都市機能・空間の多様性が増し、豊かな都心生活の“景”が区内各所で見られます。

▼ 歴史的建造物やファサードのデザインを継承する街並み

▼ 四季の変化を感じられる自然度の高い空間

▼ 江戸城の遺構を活かして創出された眺望ポイント

▼ 夜間でも、安心・やすらぎを感じられる空間・景観

▼ まちと若者、都心と地方の絆を育てるコミュニティ空間 ▼ 都心ならではのアクティビティと体験を共有できる空間

▼ 朝（出勤前）やランチの時間を豊かに過ごせる空間

▼ 歴史的遺構とともに再生された水辺の空間

▼機能の多様化で、賑わい・魅力の幅が広がる通り


